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デ
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（ⅰ） （ⅱ） （ⅲ） （ⅳ）

授業科目の名称等 配当年次

課
題
を
発
見
し

、
そ
の
解
決
に

向
け
て
主
体
的
に
学
修
す
る
態

度
・
姿
勢

課
題
解
決
に
必
要
な
分
析
力
・

論
理
的
思
考
力

他
者
と
協
働
で
き
る
自
己
表
現

力
を
有
し

、
問
題
解
決
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
能
力

専
門
領
域
の
知
識
を
有
す
る
と

と
も
に

、
多
面
的
な
視
点
か
ら

複
数
分
野
の
知
識
を
選
択
的
に

統
合
し

、
課
題
解
決
の
場
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
能
力

必修単位数

創生学修入門 1① 100 1

リフレクションデザイン I 1① 100 2

スタディスキルズ（大学学習法） 1① 80 20 2

フィールドスタディーズ（学外学修） 1② 80 20 6

リテラシー基礎 1③ 80 20 2

基礎ゼミⅠ 1①～② 80 20 2

基礎ゼミⅡ 1③～④ 80 20 2

アカデミック英語（リーディング） 1①～② 100 1

アカデミック英語（リスニング） 1①～② 100 1

基礎英語 1・2③～④ 100 1

アカデミック英語（ライティング） 1・2③～④ 100 1
初
修
外
国
語

外国語ベーシック，独語，仏語，露語，中国語，朝鮮語，ス
ペイン語，イタリア語など

1・2①～④ 100 2

情報処理・データ分析 1④ 100 2

データサイエンス基礎 2① 100 2

データサイエンス実践 A 2② 100
データサイエンス実践 B 2③ 100
データサイエンス実践 C 2④ 100
Academic Listening & Speaking(S.P.A.C.E. Phase 1) 2①～② 20 20 60
Academic Writing(S.P.A.C.E. Phase 1) 2①～② 20 20 60
Academic Reading(S.P.A.C.E. Phase 1) 2①～② 20 20 60
Topic Based Oral Communication(S.P.A.C.E. Phase 2) 2③～④ 20 20 60
Topic Based Research Skills(S.P.A.C.E. Phase 2) 2③～④ 20 20 60
Content Lecture & Language Lab 1(S.P.A.C.E. Phase 2) 2③～④ 20 20 60
基礎ゼミⅢ 2①～② 40 60 2

基礎ゼミⅣ 2③～④ 40 60 2

プロジェクトゼミⅠ 3①～② 40 20 20 20 2

プロジェクトゼミⅡ 3③～④ 20 20 20 40 2

ソリューションラボⅠ 4①～② 20 20 20 40 4

ソリューションラボⅡ 4③～④ 20 80 4

リテラシー応用 A  2・3① 20 50 30
リテラシー応用 B 2・3① 20 50 30
リテラシー応用 C 2・3① 20 50 30
リテラシー応用 D 2・3② 20 50 30
リテラシー応用 E 2・3② 20 50 30
フィールドスタディーズコーディネート 3･4② 20 80
地域・国際交流A 2② 40 60
地域・国際交流B 3② 40 60

リフレクションデザインⅢ 4② 20 80 1

リフレクションデザインⅣ 4④ 20 80 1

リフレクションデザインⅡ 1③ 80 20 2

領域概説 A （経済学） 1④ 20 80
領域概説 B （理学） 1④ 20 80
領域概説 C （人文学） 1④ 20 80
領域概説 D （法学） 1④ 20 80
領域概説 E （工学） 1④ 20 80
領域概説 F （農学） 1④ 20 80

領域基礎科目
2①②③④3

①② 20 80 20

領域科目
3①②③④4

①② 20 80 20

その他の科目
1･2･3･4

①②③④ 20 80 23
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ディプロマポリシーと授業科目の対応表

科目区分

導
入
・
転
換
教
育
科
目

基
礎
科
目

英
語

必
修
基
礎
科
目

課
題
解
決
学
習

（
P
B
L

)

中
心
の
科
目

8

4

4

合計

ス
キ
ル
習
得
中
心
の
科
目

学修成果
総括科目

領
域
学
修
科
目

自由科目

リ
テ
ラ
シ
ー

コ
ア
・
課
題
解
決
実
践
科
目
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新しい実践英語プログラム“S.P.A.C.E”の紹介

S.P.A.C.E (Skills Program for Academic and Content English)

新潟大学では、平成２５年度からグローバル人材を育成するための

新しい英語教育プログラムをスタートさせました。

本プログラムで集中的に英語を学習することにより、各自の専門領域で国境を超えて活躍できる

素地を築くことができます。

本プログラムでは、少人数クラスにて、主に英語教育を専門とするネイティブ教員から

毎日英語を学びます。

３つのフェーズを段階的に学習することによって、

３学期間で一般的な英語だけでなく、専門分野に特有な英語運用能力の強化を目指します。

同時に、留学先でも授業に積極的に参加し、

グローバル社会で活躍することができる異文化間コミュニケーション能力を育成します。

Phase 1 Phase 2 Phase 3

TOEFL Self study 1 TOEFL Self study 2 TOEFL  50/50

Academic

Listening  &  Speaking

Writing

Reading

Oral Communication

Content Lecture &
Language Lab１ Content Lecture 

Language Lab 2Topic Based Article

Research Skills

Presentation Skills

Topic Based
Research Project Class

Intercultural
Communication 1

Intercultural
Communication 2

Combination Class：
Content & Skills 1

Combination Class：
Content & Skills 2

S.P.A.C.E (Skills Program for Academic and Content English)

Project for the Promotion of Global Competency - English Language Curriculum

一般的な場面やアカデミックな場面で、聞く・
話す・読む・書くことができるよう、４技能を徹
底的に磨きます。

専門分野で使用される英語の運用能力を
強化し、リサーチの方法やプレゼンテーショ
ンの技能を習得します。

専門分野のオーセンティックなレクチャーを正
確に理解して発言できる力を育成します。
海外留学の雰囲気を味わえるでしょう。

１）　　　　　　　は、学部の専門授業で必要となる英語を学びます。
２）　　　　　　　は、英語による国際教養に関する授業です。
　 留学や海外での就業経験を持つ教員の指導のもと、国内外を問わず想定される文化摩擦への対処方法等を一緒に考えます。
※ S.P.A.C.Eプログラムは、平成２６年度は法・医・工の３学部の希望者（学部定員の１割程度）のみを対象としますが、順次他学部にも拡大していく予定です。

Foundation Application Extension

１）

2）
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ェ
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過
疎
・
高
齢
化
の
進
む
中
山
間
地
で
頑
張
る
“小
国
町
森
光
集
落
”

ヒ
メ
サ
ユ
リ
復
元
活
動
を
通
し
た
村
づ
くり
（
新
発
田
市
板
山
）　

自
然
と
の
調
和
 in
 西
区

“白
い
森
”山
形
県
小
国
町
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
クト

阿
賀
町
愛
し
隊
　

U
ch
i K
no
w
 ～
知
っ
て
知
ら
れ
て
つ
な
が
り
を
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学
生
と
住
民
と
の
協
働
・
新
潟
県
長
岡
市
栃
尾
表
町
で
の
雁
木
づ
くり
　

小
国
町
樽
口
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区
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
クト
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山
間
集
落
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暮
らし
を
楽
し
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小
京
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・
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茂
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魅
力
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か
も
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だ
す
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稲
田
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プ
ロ
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阿
賀
町
上
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流
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づ
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阿
賀
町
中
ノ
沢
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
クト
　

し
ち
べ
え
の
旅
プ
ロ
ジ
ェ
クト
　

つ
な
が
る！
エ
コ
 in
 津
川
　

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
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●
参
 加
 者
 の
 声
　

●
参
 加
 者
 の
 声
　

「
地
域
の
紹
介
・
活
動
内
容
」

　
Ｑ
ホ
ー
ム
（
Su
nQ
）
は
新
潟
県
村
上
市
早
稲
田
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
早
稲
田
地
区
は
豊
か
な

自
然
と
活
力
あ
ふ
れ
る
住
民
の
方
々
が
魅
力
の
地
域
で
す
。
か
つ
て
は
養
蚕
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、
現
在

は
そ
の
当
時
に
作
ら
れ
た
桑
畑
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
Ｑ
ホ
ー
ム
は
桑
の

活
用
方
法
を
考
え
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
地
区
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
地
区
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
活
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
度
か
ら
は
か
わ
ら
版
の
作
成
や
学
生
が
企
画
し
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
〉
は
新
潟
大
学
独
自
の
取
り
組
み
で
す

〈
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
〉
の
活
動

ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
構
成

　
新
潟
大
学
で
は
、
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
困

難
に
直
面
し
て
も
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
の
教
育
力
を
生
か
し
て
汎
用
的
能
力
を
養
成
す
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
制
に
お
け
る
第
一
の
ホ
ー
ム
は
、

学
生
が
入
学
し
、
卒
業
す
る
ま
で
の
「
学
び
」
を
支

援
す
る
学
部
・
学
科
で
す
。
本
学
は
多
様
な
学
問
分

野
・
領
域
を
有
す
る
総
合
大
学
で
す
が
、
学
部
・
学

科
を
横
断
し
て
幅
広
く
学
生
と
教
職
員
が
つ
な
が
り

を
も
つ
よ
う
な
場
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
文
系
、
理
系
、
医
歯
系
の
学
生
が
専
門
の
壁
を

取
り
払
っ
て
自
由
に
参
加
で
き
る
居
場
所
と
し
て
第

二
の
ホ
ー
ム
を
設
け
ま
し
た
。

　
第
二
の
ホ
ー
ム
で
は
、
本
学
の
教
員
が
地
域
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
で
は
メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
な
が
ら

多
く
の
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
を
鍛
え
、

自
ら
の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
活
動
を
通
し
て
多
様
な
価
値
観

を
持
っ
た
人
と
の
ふ
れ
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
、各
自
の
専
門
性
を
生

活
者
の
立
場
か
ら
よ
り
深
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
地
域
の
紹
介
・
活
動
内
容
」

　
Ｅ
ホ
ー
ム
（
ア
ー
ス
・
ア
ー
ス
）
は
新
潟
市
西
区
赤
塚
に
あ
る
佐
潟
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
白
鳥
を
は

じ
め
と
す
る
水
鳥
や
水
生
植
物
な
ど
が
数
多
く
生
息
す
る
自
然
豊
か
な
佐
潟
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
で
す
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
理
念
に
は
、
湿
地
を
失
う
こ
と
な
く
賢
く
利
用
し
て
い
く
ワ
イ
ズ
ユ
ー

ス
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
潟
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
の
ほ
か
、

潟
の
産
物
で
あ
る
葦
を
用
い
た
紙
す
き
体
験
や
ハ
ス
を
利
用
し
た
工
作
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
で
は
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
過
疎
・
高
齢
化
の
進
む
中
山
間
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
ホ
ー
ム
は
、
限
界
集
落
の
現
状
を
学

び
つ
つ
、
稲
作
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
郷
土
料
理
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
の
方
と
交

流
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
と
の
調
和
 i
n 
西
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
ホ
ー
ム
は
、
大
学
近
隣
の
自
然
を
中
心
に
現

地
調
査
を
行
い
、
そ
の
過
程
で
関
わ
る
様
々
な
立
場

の
方
と
交
流
し
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
活
動
は
、
学
部
や
学
年
を
越
え
た
様
々
な
学
生
、
大
学
内
部
の
教
職
員
、
大
学
外
部
の
地
域
の
方
々
と
の
幅
広
い

交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
活
動
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
や
、
広
い
視
野
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
な
ど
、
社
会
の
一
員
と
し

て
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
活
動
は
学
生
主
体
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
主
性
や
積
極
性
、
さ

ら
に
は
企
画
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
は
人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
様
々
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
気
が
付
く
と
初
対
面
の
人
に
も
物
怖
じ
せ
ず
、
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
活
動
の
多
様
な
交
流
に
よ
っ
て
、
人
と
し
て
の
成
長
や
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
こ
れ
ら
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
活
動
に
参
加
し
た
の
は
、
普
段
自
分
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
々
と
交
流
で
き
る
と
い
う
点
に
魅
力
を

感
じ
た
か
ら
で
す
。
他
学
部
、
他
学
年
の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
や
訪
問
す
る
地
域
の
方
々
な
ど
、
自
分
と
は
違
う
視
点
を

持
っ
た
方
々
と
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
実
際
に
様
々
な
考
え
を
持
つ
方
々
と
交
流
す
る
中
で
、
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
、
異
な
る
意
見
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
、
活
動

を
行
う
た
め
に
準
備
を
行
う
こ
と
、
何
か
起
き
た
時
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
、
活
動
後
の
反
省
を
次
回
に
活
か
せ
る
よ
う
に

話
し
合
い
を
す
る
こ
と
な
ど
、
拙
い
な
が
ら
も
自
ら
動
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
少
し
ず
つ
自
身
の
力
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い
地
域
で
、
伝
統
工
芸
や
郷
土
料
理
と
い
っ

た
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
こ
で
し
か
得
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
活
動
に
は
あ
り
ま
す
。
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